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1 干 田國士 



持、 これ は、 想像す る だけなら い、。 さて、 飾 窓に 映 

る 姿 を 見て 顔 を 赤め ずに は をら れる もの はない。 変な 

縞の カウス なんか、 V 袖から 出す ぎて ゐ なければ まだし 

ち …… 。 

暖かくな つて、 初めて 外套 を 着ずに 出た 日 は、 裸で 

飛び出した ほど バッが 悪い。 靴の 大きす ぎる のが 目立 

つ。 

それ はさう と、 冬、 和服に メリ ヤスの ズボン 下 を 穿 

いて 外に 出る と、 その ズボン 下が どうい ふ 加減 か、 い 

やにね ぢれ て、 毛臑 にからみ つくの はうる さい。 

インバネス は、 夕暮れの 通り を 二人で 歩く 時 だけに 



かう いふ 時、 アスピリン 見たい な 錠剤 を 一 つ 飲んで 

置けば、 腹が ふくれる とい ふやうな、 さう いふ 食 ひ 物 

を 誰か 作って くれない かな あと 思 ふ。 

家に ゐて も、 三度 三度 食卓に つくの が 面倒で しゃう 

力る レ 

食って 見れば 美味い と 思 ふ もの も あるに は あるが、 

それ は その 場 だけの 話。 

味感の 記憶 —— 四ッか 五ッの 時、 馬丁に 連れられて、 

何処か 裏通りの 駄 菓子屋へ 行き、 生れて 初めて ラムネ 

を 飲まされた 時の あの 印象 深い 舌 ざ はり。 

巴 里 ソン ムラ アル 街の 屋根裏の 一室で、 画家 o が 心 
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